
調
査
報
告

府
中
市
久
佐
町
の
地
名
に
つ
い
て

（
地
名
と
石
造
物

）

初
め
に
、
府
中
市
久
佐
町
に
は
楢
崎
山
城
と
云
う
戦
国
時
代

の
城
跡
が
有
り
、
此

城
跡
を
測
量
し
た
が
、
此
で
は
城
跡

の
麓

の
城
下
町
形
成
と
云
う
点

で
調
査
を
し
て

み
た
。地

名
に
就
い
て

字
名
を
付
図

に
記
入
し
て
い
る
の
で
地
名

の
位
置

に
つ
い
て
は
そ
れ
を
見

て
い
た

だ
き
た
い
。
地
名

の
意
味

に
就

い
て
は
次

の
様
に
思
う
。

Ａ
、
社
会
地
名

八
木
原
と
は
城

の
麓
に
有
り
、
矢
木
原

の
意
で
あ
ろ
う
。
矢
を
作
る
木

の
原
野

の

意
か
、
毛
利
氏
に
攻
め
ら
れ
た
時

の
戦

い
場

の
意
味

で
あ
ろ
う
か
。

永
登
路
と
永
ト

ロ
は
同
意
で
あ
る
と
思
う
。
長
登
路
で
、
長

い
登
り
道

で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
久
佐
村
落

へ
行
く
時

の
道
で
あ
ろ
う
。
」
道

に
つ
い
て
は
師

の
地
点

に
石

仏
が
有
り
、
①

の
地
点

に
湧
水
ら
し
き
所
が
有
り
、
②

の
地
点

で
道

の
古

い
石
垣
が

有
る
。
此
道

に
は
電
柱

の
本
が
倒
れ
て
お
り
、
現
在

の
道
が
で
き
る
ま
で
は
、
此
道

城

郭

研

究

部

会

を
使
用
し
て
い
た
事
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
。

南
坊
と
は
南

の
坊

（寺
）

の
意
で
あ
り
、
此
で
い
う
寺
と
は
安
金
寺

の
事

で
あ
ろ

う
。
此
と
同
じ
様

に
、
南
坊

の
上
と
は
此
南
坊

の
山
側
で
あ
り
、
寺

ノ
前
と
は
ま
さ

に
安
全
寺

の
前

で
あ
る
。

石
垣
と
は
久
佐
川

（芦
田
川
）

の
上
手

の
石
垣

の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
此
石
垣

に
あ
る
山

の
為

に
石
垣
山
と
云
う
地
名

に
な
る
。

古
屋
と
は
山
の
上
で
あ
る
が
広

い
尾
根

で
あ
る
の
で
昔
か
ら
人
家
が
あ

っ
た
と
い

う
意

の
古

い
家

と

い
う
事

か
¨
又
、
土
地

の
古
老
に
よ
れ
ば
、
久
佐
八
幡

の
上
の

方

に
城
が
あ

っ
た
と
云
わ
れ
る
の
で
、
根
小
屋
の
意
味
で
小
屋

（
コ
ャ
）

で
あ
ろ
う

か
。城

ノ
下
と
は
、
城

の
下
と

い
う
意
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
楢
崎
城

の
西
斜
面
を
城

ノ

下
と
云
う
。
但
し
、
此
楢
崎
城

の
峠
を
挟
ん
で
北
西

の
尾
根

の
西
斜
面
も
城

ノ
下
と

い
う
地
名
で
あ
る
。
此
楢
崎
城
は
二
子
城
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
此
北
西

の
山
の
尾

根
は
広
く
、
畑
地
と
思
う
が
、
近
代

（
近
世
）

の
石
垣
が
有
り
、
此
山
に
は
、
楢
崎

城

の
出
城
ら
し
き
も
の
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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Ｂ
、
自
然
地
名

石
落
と
は
久
佐
川
が
山
を
削

っ
て
お
り
、
つ
ま
ュ
石
が
落
ち
る
と
い
う
様

な
崖
と
云
う

意
で
あ
ろ
う
。

野
崎
と
は
野

（
原
野
）

の
崎

（
出
て
い
る
所
）
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

瀬
戸
と
は
瀬

（浅
瀬
）
等

の
川
の
流

の
速

い
瀬

の
戸

（
入
り
口
）

の
意
で
あ
ろ
う
。

宮
谷
と
は
久
佐
八
幡

の
有

る
宮

の
谷
で
あ
ろ
う
。

中
山
と
は
、
中

の
山
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
集
落

の
中
心
と
は
思
え
な
い
が
、
八

幡
社
が
有
り
、
此
あ
た
り
が
意
外
と
中
心
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

滝

ノ
フ
タ
イ
、
滝
と
は
山
が
崖
状

で
あ
る
の
で
、
滝

の
様
な
崖

の
所
と
い
う
所
で

あ
ろ
う
。

ツ
カ
丸
、
及
び
梅
ケ
丸

の
丸
と
は
、
城
郭

の

一
ノ
丸

の
丸
で
は
な
く
て
、
山
の
尾

根
等
が
広

い
時
等

に
丸
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
事
が
有
る
。

朝
山
と
は
城

ノ
下

の
地
名

の
所
で
少
し
ふ
れ
た
が
、
楢
崎
城

の
北
西

の
山

の
東

側

を
朝
山
と
呼

ぶ
が
、
此
楢
崎
城
を
朝
山
二
子
城
と
も
呼

ぶ
、
そ
し
て
此
山
が
久
佐
集

落
か
ら
見
た
ら
朝
日
が
当
た
る
山
と
云
う
意
味

で
あ
ろ
う
か
。

更
に
地
名

の
場
所

の
わ
か
ら
な
い
も
の
は
、
此
持

に
あ
る
。

石
①

は
し
の
本
、
石
か
つ
は
、
石
②

か
き
、
そ
③

ね
田
、
そ
ね
は
り
、
の
④

き
，‥

、

の
き

う
ち
い
て
、
の
き
う
ち
た
ふ
ち
、
（メ

き
う
ち
ヽ
か
き
う
ち
井
手
、
か
わ
う
ち
、
か
き

ま
ち
ヽ
（岬

か
い
ち
ヽ
（♂

か
い
ら
、
六
反
田
、
七
反
田
、
八
反
田
、
八
反
田
お
ち
、
（ρ

め
や
す
、
ふ
⑨

る
や
、
ふ
る
や
田
、
新
助
田
、
神
田
、
な
か
れ
田
、
正
田
、
大
田
、
少

田
¨

肩

田
、
壱
町
田
、
な①
か
れ
畠
、
な⑫

る
は
た
け
、
ひ
⑬

る
は
た
け
、
か
な

つ
ち
、

ま
き
か

つ
ほ
、　
一
町
か

つ
は
、
大
前
、
ミ
そ
の
う

へ
、

い
か
の
う

へ
、

い
か
ミ
、
つ

？
ヽ
そ
へ
、
コ
わ
う
て
ん
、
と⑮
う
で
ん
、
い
か
の
へ
、
堂⑬
の
後
、
堂。
の
本
、
堂①
の
ま
へ
、
堂⑩
の

も
と
、
～
あ

ま
へ
、
ま
へ
、
大
ま
へ
、
な
か
ま
へ
、
判
こ
も
の
あ
と
、Ｐ

こ
も
な
わ

わ
き
、
寺

の
前
、
寺

ノ
ぅ

へ
、
け
い
わ
う
、
た
く
ち
、
ふ
た
八
屋
敷
、
た
く
ミ
や
、

な
か
の
ほ
う
、
か
り
山
、
ど
う

へ
、
か
と
か
わ
、
ひ
む
ら
、
ゆ
の
よ
う
、
あ
か
は
ね
、

え
け
、
ち
く
は
じ
、
竹

の
し
た
、
竹

の
わ
き
、
飢

さ
き
ヽ
Ｎ

さ
き
渡
り
、
ち
く
ば
し
、

ち
く
は
し
、
く
わ
ん
お
ん
堂
、
か
あ
き
く
ば
、
か
あ
き
、
下
な
ん
ほ
う
、
南
方
、
宮

ノ
下
、
西
林
、
下
林
、
中
川
原
、
い
し
や
う
、
う
ね
き
の
地
名
が
有
る
。

更

に
此
地
名

の
考
え
て
み
る
と
次

の
様

に
な
る
。

②
は
石
垣

の
意
で
あ
ろ
う
。
①
は
石
垣

の
端

の
事

で
あ
る
と
思
う
。
③
は
曽
根
田

で
あ
ろ
う
。
⑤
は
垣
内

（
か
い
と
）

の
意
で
あ
る
と
思

い
、
河
谷
等

の
谷
の
小
平
野

と
い
う
意
も
あ
る
が
、
堀

の
内
、
土
居
と
同
じ
様

に
、
垣

で
囲
ま
れ
た
屋
敷
と
い
う

事
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
④
は
垣
内
と
同
じ
様

な
意
で
な
か
ろ
う
か
、
⑥
は
垣
内

の
中
、
①
は
垣
内

の
西
と
い
う
事

で
あ
ろ
う
か
　
③
と
⑨
は
現
地
名

の
為
安
、
古
屋

で
あ
ろ
う
。
⑩
は
諸
毛
町
の
下
永
野

に
三
角
庁
と
云
う
も

の
が
あ
り
、
そ
の
付
近

の

田

（
現
地
名

の
石
垣
）
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
①
、
⑫
、
⑬
は
現
地
名

の
上
大
畠
、

大
畠
、
下
大
畠

の
付
近
で
あ
ろ
う
か
、
〇
と
⑮
は
権
現

（
ご
ん
げ
ん
）
、
権
殿

（
ご

の 池 は し い て

^ 
貫 ｀ ｀ ; ご⑫

お  ｀ ゆ い  ｀ わ
か し す わ み て
｀
も の や た

｀

谷 西 木 う 谷 と

か 早 査  ご④宮④息
も し ゆ 神 の ね｀ ｀

す の 下
｀

あ 雷 案 聾 替②な
ら や 下 は の も

遥⑮k ご ミ 歪 ｀

[ [ I⑫ l④詈⑮:
道⑩t 欠 ま ♀ tt
ノ ｀ ｀ へ 四 西
共 皇 λ①薬⑩蜃 暑
賓 悪 介 聖 書④ス
共 思 醤 墓⑪3 え

2 0 ,①詈 :④サ｀
け 入 そ の

｀
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ん
で
ん
）
、
東
殿

（
と
う
で
ん
）

の
意
で
あ
り
、
神
社
関
係

の
地
と
思
う
。
⑩
⑭
⑬

⑩
は
堂

（神
社

の
堂
）
と
後
、
元

（中
心
）
、
前
、
元

（中
心
）

と
思
う
。
⑩
②
⑫

は
真
菰

で
、　
マ
コ
モ
等

の
多
年
草

の
生
え
て
い
る
所
で
あ
ろ
う
か
、

（但
し
、
本
当

に
此
処

に
マ
コ
モ
が
生
え
る
の
か
ど
う
か
も
私
は
知
り
ま
せ
ん
が
）

な
わ
て
は
畷
の

意
で
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道

の
意
で
あ
ろ
う
か
。
④
②
④
④
②

の
宮
は
神
社

の
宮

で
あ
ろ

う
。

（
現
地
名

の
宮
谷
と
関
係
が
有
る
の
か
）
④
④
は
山
神
様
が
あ
る
事
を
示
し
て

い
る
。
①
⑫
は
薬
師
堂
が
有
る
事
が
わ
か
る
。
⑫
⑬
⑭

の
か
ん
入
は
現
地
名

の
貫
入

と
思
う
。
但
し
、

ぬ
き

い
り
と
現
在
は
云

っ
て
い
る
。
⑮
①
は
そ
の
当
時

の
道
と
思

わ
れ
る
。
○
は
現
地
名
の
野
崎
と
思
う
。
⑩
は
現
地
名
の
野
崎

へ
の
渡
し
の
あ
っ
た
処
と

思
う
。

石
造
物
に

つ
い
て

石
造
物
と
云

っ
て
も
多
く
有

る
が
、
主
と
し
て
、
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
、
石
仏
の

分
布
は
理
～

ｍ
を
付
図

に
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
五
輪
塔
と
宝
筐
印
塔

に
就

い

て
記
し
て
み
た
い
。

動
安
全
寺
の
横

宝
筐
印
塔
が
七
基
有
り
、
宝
殊
の
先
端
の
欠
け
て
い
る
も
の
も
有
る
が
、
ほ
と
ん

ど
完
形
で
あ
る
。

前
人
家
の前
の
墓
地
内

五
輪
塔
残
欠
が
二
基
有
り
、
墓
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
石
仏
が
八
基
有
る
。

帥
大
山
堂
の
裏

小
桐
が
有
り
、
そ
の
横
に
、
五
輪
塔
の
残
欠
が
二
基
有
る
。

劇
久
佐
小
学
校
前

道
を
挟
み
人
家
の
横
に
五
輪
塔
の
残
欠
が
五
基
有
る
。

ｍ
消
防
器
庫
の
裏

諸
田
川
の
土
手
上
に
、
五
輪
塔
の
残
欠
が
十
四
基
、
石
仏
が
十
五
基
有
る
。

此
で
昔
、
戦
い
が
有
り
、
そ
の
首
塚
と
云
わ
れ
て
い
る
。

醜
久
佐
八
幡
下

石
段
下
に
五
輪
塔
の
残
欠
が
、
二
基
と
石
仏
が
十
基
有
る
。

ｍ
ヤ
マオ
カ
備
の前

広
場

に
五
輪
塔

の
完
形
が
二
基
、
残
欠
が
五
基
、
宝
麓
印
塔
が
三
基
有
る
。

劇
満
願
寺

´
玉
泉
寺
）
跡

五
輪
塔
が
二
十
基
と
そ
の
残
欠
が
六
基
有
り
、
宝
医
印
塔
が
三
基
有
る
。

劇
落
合

の
集
落
内
墓
地

墓
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
石
仏
が
、
七
基
有

る
。

駆
矢
木
原
集
落
内
人
家

の
横

五
輪
塔
が

一
基
と
残
欠
が

一
基
、
石
仏
が

一
基
、
稲
荷
桐
が
有
る
。

軌
矢
木
原
、
山
の
墓
地

五
輪
塔
が

一
基
、
残
欠
が
七
基
有
る
。

更
に
石
仏
に
就
い
て

●
に
石
仏
が
有
り
　
ｍ
に
石
仏
が
有
り
、
久
佐
集
落
と
落
合
集
落
の
道
が
出
来
た

時
に
此
石
仏
を
造

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
阿
字
町
の
舟
割

へ
行
く
道
が
此
石
仏
が
出
来

た
時
に
は
有

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　

軸
苅
ノ
花
大
師
と
呼
ば
れ
る
石
仏
が
有
り
、
此

付
近
の
山
が
か
り
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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ま
と
め

（
な
ぜ
地
名
と
石
仏
を
調
べ
る
か
）

地
名
で
は
、
現
在
地
名
だ
け
を
記
し
て
い
る
が
、
地
名
の
界
、
つ
ま
り
字
名
界
が

重
要
で
有
り
、
此
事
に
就
い
て
は
、
桑
原
公
徳
著
の
地
籍
図
に
色
々
な
利
用
法
が
認

し
て
有
る
が
、
例
と
し
て
図
１
に
見
て
い
た
だ
く
が
城
ノ
内
の
内
で

一
逸
番
に
分
筆

（
Ｈ
・・２
・・３
等
）
に
分
筆
さ
れ
て
い
る
が
更
に
地
形
を
見
て
み
る
と
、
口
の
所
が
高
い

と
此
が
天
守
と
考
え
、
蜘
‐・９
・・８
が
幅
広
い
高
ま
り
で
あ
れ
ば
、
土
塁
、
堀
ノ
内

の
舞

３．
が
池
等
で
あ
れ
ば
ま
さ
に
堀
で
あ
っ
た
等
と
考
え
る
事
が
議
来
る
等
、
更
に
土
逸

が
田
、
燿
、
林
等
を
調
べ
る
事
で
中
世
村
落
を
復
元
す
る
う
え
で
重
要
な
調
査
方
法

で
あ
る
。

次
に
石
仏
で
は
、
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
等
の
分
布
と
時
代
を
調
べ
る
事
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
以
前
で
は
、
有
力
な
豪
族
が
造

っ
て
い
る
為
に
そ
の
有
力
な
武
士
が
此
に

居
住
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
等
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
此
年
代
に
つ
い
て
は
無
記
銘

塔
で
あ
る
の
で
、
記
銘
塔
と
　
比
較
を
し
て
編
年
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
仏
に

つ
い
て
は
、
そ
の
石
仏
の
造
立
年
代
の
農
民
の
信
仰
等
が
わ
か
る
。
な
お
此
付
近
の

石
造
物
の
編
年
に
就
い
て
は
、
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
９
集

」
「
三

原
市
の
石
造
物

」
等
が
参
考
に
な
る
。

最

後

に

現
在
府
中
市
教
委
が
市
史
を
刊
行
中
で
、
此
文
書
中
に
も
入
れ
た
が
貴
重
な
文
書

が
数
多
く
有
り
、
市
史
刊
行
後
に
報
告
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
わ
か
る
と
思
う
が
、
調

査
資
料
の
紛
失
等
が
お
き
た
為
に
刊
行
前
に
中
間
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
す
か
ら
刊
行
後
に
は
完
全
な
報
告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
調
査
は
昭
和
６‐
年
に
し
ま
し
た
。
参
議
協
力
者
は
、
塚
本
、
山
下
、
高
橋
安

子
、
牧
平
、
高
端
、
後
藤
、
小
寺
、
田
日
、
佐
藤
洋

一

（順
不
同
）
で
し
た
。

御
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
古
い
事
で
す
の
で
、
他
に
参
加
さ
れ
て
い
る

人
が
い
ま
し
た
ら
御

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。

そ
れ
で
は
次
回
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
責
　
七
森
義
人
）

参
考
文
献

「
府
中
市
史

」

近
世
史
料
編
―

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

″
　
　
　
地
理
編

「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
９
集

」

「
三
原
市
の
石
造
物

」

「
露
島
の
地
名
に
就
い
て
」

「
濾
籍
図

」

桑
木
公
徳
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